
１．節の概要 ※●は評価主体

計 2 0

7

8

9

実績 実績

生涯学習人財バンク登録者数
43人 ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
市民活力推進部

担当部
1
1

教育文化・コミュニティ
生涯にわたり楽しく学べる環境づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

246,375

― ― ― ―

市民協働推進課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 55人 ― ― ― ― 65人

― 50人 54人 60人 62人 56人 54人 52人

― ― ―

―

1生涯学習機会の充実

学習成果の活用

施策の内容

46,258 1

4

5

2

1117

0

市民協働推進課3

遅れ

10

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

市民活動支援コーナー利用者数
7,444人 ― ― ― ― 8,000人 ― ― ― ― 8,500人

― 9,326人 9,345人 9,406人 8,918人 1,077人 2,028人 2,343人

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ―

10

市民一人ひとりが楽しく学び、その成果が活用されること
により、更に学習意欲が高まり、生涯にわたり学習してい
ます。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―

―

1



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

市民活力推進部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

(1)やしお生涯楽習館の利用者数は48,324人で多くの市民に利用さ
れている。また、安全に施設が利用できるよう修繕を実施した。
(2)情報提供や相談体制の充実を図り、市民活動支援コーナーの利
用者数は2,343人であった。
(3)新型コロナウイルス対策を講じながら、市民との協働により、
やしおコラボフェスタを開催した。

・やしお生涯楽習館は、生涯学習をすすめるための市民活動の拠
点施設として、人財バンクや市民活動団体と連携し、市民ニーズ
をとらえた各種講座やイベントの開催する。
・市民活動に関する情報発信や相談など、市民活動支援コーナー
機能の充実を図る。
・安全に安心して利用していただけるよう計画的に施設改修を進
める。

1

1

1

田口周一

(1)生涯学習機会の充実：多様化する市民の学習ニーズに対応し、市民一人ひとりが生涯にわたり楽しく学べるよう学習機会の充実を図る。
(2)情報提供･相談体制の充実：市民の主体的な学習活動を支援するため、生涯学習に関する情報提供や相談機能の充実を図る。
(3)学習成果の活用：生涯学習に取り組む事によって得た知識や技術を活かすため、「生涯学習人財バンク」の充実を図るとともに、指導者としての
活用を進め、学習成果の発表の機会を拡充する。

施策の
展開方針

生涯にわたり楽しく学べる環境づくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

4

・やしお生涯楽習館は、1995年の開館から長期間が経過し、施設
の老朽化が顕著となっているため、計画的な改修等が必要であ
る。
・各種講座やイベントの開催においては、参加団体等が固定化し
つつあるため、市民ニーズをとらえた講座の実施や新たな参加者
の発掘が課題となっている。

5

方向性

評価主体（部名）

令和3年度は新型コロナウイルスの影響により予定していた事業の
一部しか実施できなかったが、人財バンクの登録者数は概ね目標
値を達成しており、市民活動支援コーナーの利用者数も回復傾向
にある。
また、設備の定期点検や修繕などにより、市民が安心して利用で
きる場を提供している。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

☆☆
概ね順調

2



※■は評価主体を表す

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持46,258

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

市民協働推進課

NO.1

117

公
約

01

01 01

市民活力推進部

市民活力推進部

（決算額：千円）

市民協働推進課

章

■

施策節
戦
略

■

主
要

施策コード

01

生涯学習活動推進事業

事務事業名

やしお生涯楽習館運営事業

0301

部の事業費計46,375

現状のまま継続○

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R4年度事業費
総合評価

● ☆☆ 現状維持現状のまま継続

課題
事業費

投入資源
方向性

現状維持 現状維持

労働量

3



１．節の概要 ※●は評価主体

計

1,242

高等教育機関との連携

2 指導課

11

21 0

家庭や地域と一体となった教育体制の充実

教育相談の充実

7

教育総務課、指導課

学務課、指導課

8 幼児教育の推進

009 1

実績 実績

全国学力学習状況調査の平均正答率の全国
との差

小学校 △4.6Ｐ
中学校 △7.0Ｐ

― ―

市内全小中学
校に15人配置

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節 学校教育部
企画財政部

担当部
教育総務部1

2
教育文化・コミュニティ
次代を担う人づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

1

1

38

3

3,612,980

368,805

特別支援教育介助員

市内小学校に9人
配置

― ― ― ―

指導課、小中一貫教育推進室

事務事業数
概ね順調

1

― ―
小学校 ±0Ｐ
中学校 ±0Ｐ

― ― ― ―
小学校 +5Ｐ
中学校 +2Ｐ

― 小△4.6中△6.6 小△3.1中△5.1 小△3.1中△5.1

8 教育総務課

小△1.7中△6.3 未実施 小△1.0中△2.9 小△1.9中△4.2

― ― ―
小学校1.5％
中学校7.0％

―

0

1教育内容の充実

教育環境の充実

食育、健康・安全教育の充実

指導体制の充実

特別支援教育の充実

施策の内容

3,200

15,370 2

4

5

2 2,300,000 013

1

5

7

701,781

37,629

0

0

1,621 20 0

0

1

企画経営課

指導課

2 0

0

17

学務課、指導課

教育総務課、学務課、指導課3

遅れ

1

1

5

4

6

順調
0

0

6

2

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

3.8% 2.0% 0.097

不登校児童生徒発生率

小学校 0.31％
中学校 2.70％

― ― ― ―
小学校0.2％以

下
中学校2.1％以

― ― ― ―
小学校0.1％以下
中学校2.0％以下

―
小0.37
中2.55

小0.58
中3.93

小0.49中3.97 小0.33中3.52 小0.68中2.67 小0.70中5.30 小1.34中5.61

小7.9％中10.2％ 未実施 未実施 小9.6％中11.7％

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

学校給食における残食率

小学校3.8％
中学校13.4％

― ― ― ―
小学校2.0％
中学校8.0％

―

10 学校ICT教育の充実 183,332 2 0 2 0 学校ICT推進課

幼稚園・保育所・認定こども園と小学校の連携が強化され
るとともに、小中一貫教育が一層推進される中で、きめ細
やかな教育が行われ、家庭・学校・地域が一体となって、
子どもたちが健全に成長できる環境を整えています。ま
た、子どもたちは等しく教育を受ける機会を得ており、安
全で安心な教育環境のもと豊かな学校生活の中で「確かな
学力」「生きる力」を身に付けています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―
市内全小中学校

に20人配置

― 15人 13人 14人 15人 16人 17人

4



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 01

企画財政部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

平成26年7月4日に、聖徳大学・聖徳大学短期大学部と包括的連携
に関する協定を締結した。
平成29年3月28日に、国士舘大学と包括的連携に関する協定を締結
した。
平成29年6月21日に、淑徳大学と包括的連携に関する協定を締結し
た。
令和4年2月24日に、日本薬科大学と包括的連携に関する協定を締
結した。

引き続き、包括的連携に関する協定を締結している大学を中心に
連携事業を実施しながら、高等教育機関との連携を強化してい
く。
また、包括的連携に関する協定を基にした連携事業の充実を図る
ため、連携手法について引き続き検討していく。

2

1

1

香山　庸子

高等教育機関との連携
・生涯学習の推進やグローバルな人材の育成、教育環境の充実のため、大学等の高等教育機関との連携を推進する。

施策の
展開方針

次代を担う人づくり

02

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

4

包括連携協定を締結している各大学との連携を充実させる必要が
ある。

5

方向性

評価主体（部名）

09

包括的連携に関する協定を締結している大学を中心に「八潮こど
も夢大学」や「八潮こども防災マイスター」等の連携事業を実施
しているため、概ね順調と評価した。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

施策の内容
施策

施策コード

章

■

2

3

☆☆
概ね順調

高等教育機関との連携 高等教育機関誘致促進事業

5



※■は評価主体を表す

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

教育総務部

教育総務部

教育総務課

現状のまま継続

12,495

現状維持

☆☆
現状のまま継続

☆☆

現状維持

現状維持

学校教育部■

学校教育部

■

学校教育部

学校教育部

■

教育総務部

教育総務部

教育総務部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

教育総務課

教育総務課

現状維持245,949
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆教育総務課

☆☆

教育総務課

指導課

教育総務部

02

02

○

NO.1

○

現状のまま継続

34,039

2,875

01 中学校管理事業

公
約

02

01

01

01

学校教育部

○

1,449,968

教育総務課

学校教育部

教育総務部

■ 学校教育部

教育総務部

■

■

02 02

01

01

01

■

■

（決算額：千円）

3,517

教育総務部

教育総務部

教育総務部

学校教育部

学校教育部

教育総務部

教育総務部

教育総務部

教育総務部

指導課

指導課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

小中一貫教育推進室

■小学校施設整備事業

01

学校保健事業

小学校活動助成事業

02

小学校大規模改修事業

■中学校施設整備事業

02

小学校教育振興事業

中学校活動助成事業02

03

小学校就学援助事業

高等教育振興事業

中学校教育振興事業

02

02

章

■■ ■

施策節
戦
略

　

中学校就学援助事業02

02 02

02

小学校管理事業

02 02

02

01

01

02

0201

01 02

02

03

01

地域人材活用推進事業

03

03

03

■

学校建設基金事業

01

02

01 02

02

02

04

06

学校運営改善事業

01

02

01

02

01

教職員人事管理事業

教職員資質向上事業

04

0302

02

02

少人数指導充実事業

02

01

02

01

入学準備金・教育資金貸付事業

主
要

施策コード

02

小中一貫教育推進事業

事務事業名

教育指導推進事業

02

01

01

01

0201

01

02

02

02

02

01

01

01

中学校大規模改修事業

健康安全教育推進事業

特別支援教育推進事業05

01

02

02

語学指導充実事業

■

■教育相談体制整備事業

03

04

学校給食費援助事業

医療費援助事業

学校教育部

学校教育部

学校教育部

学校教育部

学校教育部

■

■

学校給食・食育推進事業

0601

01

04

04

■

■

02

01 02

教育相談所運営事業

07 学務課

01

学校・家庭・地域相互連携体制促進事業

■02

学校教育部

学校教育部

07

学校教育部

他事業と統合して継続

○

現状維持

02

削減

部の事業費計

指導課

指導課

指導課

指導課

☆☆ 増加現状維持77

0

他事業と統合して継続

増加

増加

☆☆

見直して継続

他事業と統合して継続

他事業と統合して継続

見直して継続

現状維持

3,200

現状のまま継続☆☆☆

○

1,165

1,603

18

○

☆☆

☆☆

学務課

学務課

指導課

指導課

学務課

☆☆☆○

現状維持

増加

削減

現状維持

現状維持

○

☆☆☆

○

○

○

937

2,475

0

☆☆☆

639,228

0

14

27,175

35,293 ☆☆

☆☆☆

他事業と統合して継続☆☆☆

☆☆ 現状維持

現状維持

現状維持

○ 現状のまま継続

現状のまま継続

0

－

学務課

2,376

☆☆

☆☆☆

●

○

○

☆☆

教育総務課

教育総務課

教育総務課

現状維持

現状維持72

31,299 ○

☆☆

○

○

現状維持

現状のまま継続

－

教育総務課

学務課

現状のまま継続☆☆☆

見直して継続

○

○

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

14,726

137,001

教育総務課

226,270

20,080

12

☆☆☆

☆☆☆

教育総務課 ☆☆

－

－

☆☆☆

－

○

☆☆☆

現状のまま継続

他事業と統合して継続

他事業と統合して継続

増加

増加

現状維持

現状維持

現状維持

増加

増加

○

現状維持

現状維持 現状維持

他事業と統合して継続

現状維持

現状維持現状維持

現状維持他事業と統合して継続

543

○

☆☆

☆☆☆

○

現状維持

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

指導課

01

☆☆☆

R4年度事業費
総合評価

○

現状維持現状維持

現状維持

現状維持

現状維持 現状維持

現状維持

現状維持

☆☆

現状維持

○

現状のまま継続○

☆☆

現状維持見直して継続

現状維持

現状維持

課題

現状維持

現状維持

25,980

142,326

132

現状維持

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

増加

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

増加

現状のまま継続

見直して継続

他事業と統合して継続

現状のまま継続

増加

労働量

6



0

0
0
0
1 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

部の事業費計0

08

08

10

01

0801

幼稚園振興事業

幼保小連携事業

学校ICT教育推進事業

02

節

02

02

02 校務ICT推進事業

高等教育機関誘致促進事業

主
要

総合評価
事業費 労働量

課題
投入資源

教育総務課

○

施策

施策コード

09

1001

01

章

01

01

02

02

学校ICT推進課

担当課

企画経営課

子育てのための施設等利用給付事業

教育総務部

■

教育総務課

指導課学校教育部

担当部

学校教育部

　

学校教育部

○

53,012

○ ☆☆☆

30

1,220

☆☆☆

☆☆学校ICT推進課

教育総務部

企画財政部

130,320 増加

現状のまま継続

○

☆☆○

現状のまま継続○

現状維持現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続☆☆☆

現状維持

増加

増加

現状維持

現状維持

現状維持 現状維持

増加

現状維持

主
体

戦
略

公
約

現状維持

（決算額：千円）

367,556

☆☆

NO.2

方向性
R4年度事業費

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

事務事業名

7



１．節の概要 ※●は評価主体

計

1,242

高等教育機関との連携

2 指導課

11

21 0

家庭や地域と一体となった教育体制の充実

教育相談の充実

7

教育総務課、指導課

学務課、指導課

8 幼児教育の推進

009 1

実績 実績

全国学力学習状況調査の平均正答率の全国
との差

小学校 △4.6Ｐ
中学校 △7.0Ｐ

― ―

市内全小中学
校に15人配置

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節 学校教育部
教育総務部

担当部
企画財政部1

2
教育文化・コミュニティ
次代を担う人づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

1

1

38

3

3,612,980

368,805

特別支援教育介助員

市内小学校に9人
配置

― ― ― ―

指導課、小中一貫教育推進室

事務事業数
概ね順調

1

― ―
小学校 ±0Ｐ
中学校 ±0Ｐ

― ― ― ―
小学校 +5Ｐ
中学校 +2Ｐ

― 小△4.6中△6.6 小△3.1中△5.1 小△3.1中△5.1

8 教育総務課

小△1.7中△6.3 未実施 小△1.0中△2.9 小△1.9中△4.2

― ― ―
小学校1.5％
中学校7.0％

―

0

1教育内容の充実

教育環境の充実

食育、健康・安全教育の充実

指導体制の充実

特別支援教育の充実

施策の内容

3,200

15,370 2

4

5

2 2,300,000 013

1

5

7

701,781

37,629

0

0

1,621 20 0

0

1

企画経営課

指導課

2 0

0

17

学務課、指導課

教育総務課、学務課、指導課3

遅れ

1

1

5

4

6

順調
0

0

6

2

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

3.8% 2.0% 0.097

不登校児童生徒発生率

小学校 0.31％
中学校 2.70％

― ― ― ―
小学校0.2％以

下
中学校2.1％以

― ― ― ―
小学校0.1％以下
中学校2.0％以下

―
小0.37
中2.55

小0.58
中3.93

小0.49中3.97 小0.33中3.52 小0.68中2.67 小0.70中5.30 小1.34中5.61

小7.9％中10.2％ 未実施 未実施 小9.6％中11.7％

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

学校給食における残食率

小学校3.8％
中学校13.4％

― ― ― ―
小学校2.0％
中学校8.0％

―

10 学校ICT教育の充実 183,332 2 0 2 0 学校ICT推進課

幼稚園・保育所・認定こども園と小学校の連携が強化され
るとともに、小中一貫教育が一層推進される中で、きめ細
やかな教育が行われ、家庭・学校・地域が一体となって、
子どもたちが健全に成長できる環境を整えています。ま
た、子どもたちは等しく教育を受ける機会を得ており、安
全で安心な教育環境のもと豊かな学校生活の中で「確かな
学力」「生きる力」を身に付けています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―
市内全小中学校

に20人配置

― 15人 13人 14人 15人 16人 17人

8



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

教育総務部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・教育環境の充実では、学校施設の老朽化を計画的に改善するた
め「学校施設長寿命化計画」に基づき、八條小学校管理特別教室
棟大規模改修工事が完了した。更に、八潮中学校、潮止小学校の
体育館に空調設備設置工事を発注したほか、4つの小学校の基本設
計も契約した。
・経済的な理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対し、就
学費用の一部を援助した。
・幼児教育の推進においては、保護者に保育料等の一部を、幼稚
園には、幼児教育の充実を図るため経費の一部を助成した。

・大瀬小学校の増築校舎については、整備内容を見直し、令和6
年4月までに必要な教室数を確保できるように事業を進める。
・新設小学校の整備スケジュールを十分に精査し、令和8年度の
開校に向けて事業を推進する。
・経済的な理由で就学が困難な児童生徒には、その保護者に対し
就学費用の一部を援助し、義務教育の円滑な遂行に努める。
・幼児教育の推進においては、今後も幼稚園児を持つ保護者の経
済的な負担の軽減に努める。

2

1

1

千葉　靖志

教育環境の充実では、児童生徒が一日の大半を過ごす学校施設の安全確保と機能整備に努め、教育環境の充実を図る。
　また、経済的な理由により就学が困難な児童生徒の保護者及び特別支援教育を受けている児童生徒の保護者に学用品費等を援助し、義務教育の円滑
な遂行を図る。
　幼児教育の推進においては、幼稚園児を持つ保護者の経済的な負担を軽減するため、幼稚園を通じて保護者の保育料の一部を助成する。

施策の
展開方針

次代を担う人づくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

4

　教育環境の充実では、小中学校校舎等の施設の修繕に膨大な費
用が必要となるため、その財源の確保が課題である。

5

方向性

評価主体（部名）

教育環境の充実では、「学校施設長寿命化計画」に基づき、八條
小学校管理特別教室棟大規模改修工事が完了したが、大瀬小学校
の増築校舎については、入札が不調・不落となり、やむを得ず整
備内容を変更するなど、物価高騰のあおりを受けて一部の工事に
問題が発生した。
幼児教育の推進については、保護者及び幼稚園に対し一部助成を
継続して実施したことから、全体として概ね順調と判断した。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

☆☆
概ね順調
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※■は評価主体を表す

0
0
0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

教育総務部

教育総務部

教育総務課

現状のまま継続

12,495

現状維持

☆☆
現状のまま継続

☆☆

現状維持

現状維持

学校教育部■

学校教育部

■

学校教育部

学校教育部

■

教育総務部

教育総務部

教育総務部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

教育総務課

教育総務課

現状維持245,949
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆教育総務課

☆☆

教育総務課

指導課

教育総務部

02

02

○

NO.1

○

現状のまま継続

34,039

2,875

01 中学校管理事業

公
約

02

01

01

01

学校教育部

○

1,449,968

教育総務課

学校教育部

教育総務部

■ 学校教育部

教育総務部

■

■

02 02

01

01

01

■

■

（決算額：千円）

3,517

教育総務部

教育総務部

教育総務部

学校教育部

学校教育部

教育総務部

教育総務部

教育総務部

教育総務部

指導課

指導課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

小中一貫教育推進室

■小学校施設整備事業

01

学校保健事業

小学校活動助成事業

02

小学校大規模改修事業

■中学校施設整備事業

02

小学校教育振興事業

中学校活動助成事業02

03

小学校就学援助事業

高等教育振興事業

中学校教育振興事業

02

02

章

■■ ■

施策節
戦
略

中学校就学援助事業02

02 02

02

小学校管理事業

02 02

02

01

01

02

0201

01 02

02

03

01

地域人材活用推進事業

03

03

03

■

学校建設基金事業

01

02

01 02

02

02

04

06

学校運営改善事業

01

02

01

02

01

教職員人事管理事業

教職員資質向上事業

04

0302

02

02

少人数指導充実事業

02

01

02

01

入学準備金・教育資金貸付事業

主
要

施策コード

02

小中一貫教育推進事業

事務事業名

教育指導推進事業

02

01

01

01

0201

01

02

02

02

02

01

01

01

中学校大規模改修事業

健康安全教育推進事業

特別支援教育推進事業05

01

02

02

語学指導充実事業

■

■教育相談体制整備事業

03

04

学校給食費援助事業

医療費援助事業

学校教育部

学校教育部

学校教育部

学校教育部

学校教育部

■

■

学校給食・食育推進事業

0601

01

04

04

■

■

02

01 02

教育相談所運営事業

07 学務課

01

学校・家庭・地域相互連携体制促進事業

■02

学校教育部

学校教育部

07

学校教育部

他事業と統合して継続

○

現状維持

02

削減

部の事業費計

指導課

指導課

指導課

指導課

☆☆ 増加現状維持77

2,672,088

他事業と統合して継続

増加

増加

☆☆

見直して継続

他事業と統合して継続

他事業と統合して継続

見直して継続

現状維持

3,200

現状のまま継続☆☆☆

○

1,165

1,603

18

○

☆☆

☆☆

学務課

学務課

指導課

指導課

学務課

☆☆☆○

現状維持

増加

削減

現状維持

現状維持

○

☆☆☆

○

○

○

937

2,475

0

☆☆☆

639,228

0

14

27,175

35,293 ☆☆

☆☆☆

他事業と統合して継続☆☆☆

☆☆ 現状維持

現状維持

現状維持

○ 現状のまま継続

現状のまま継続

0

－

学務課

2,376

☆☆

☆☆☆

●

○

○

☆☆

教育総務課

教育総務課

教育総務課

現状維持

現状維持72

31,299 ○

☆☆

○

○

現状維持

現状のまま継続

－

教育総務課

学務課

現状のまま継続☆☆☆

見直して継続

○

○

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

14,726

137,001

教育総務課

226,270

20,080

12

☆☆☆

☆☆☆

教育総務課 ☆☆

－

－

☆☆☆

－

○

☆☆☆

現状のまま継続

他事業と統合して継続

他事業と統合して継続

増加

増加

現状維持

現状維持

現状維持

増加

増加

○

現状維持

現状維持 現状維持

他事業と統合して継続

現状維持

現状維持現状維持

現状維持他事業と統合して継続

543

○

☆☆

☆☆☆

○

現状維持

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

指導課

01

☆☆☆

R4年度事業費
総合評価

○

現状維持現状維持

現状維持

現状維持

現状維持 現状維持

現状維持

現状維持

☆☆

現状維持

○

現状のまま継続○

☆☆

現状維持見直して継続

現状維持

現状維持

課題

現状維持

現状維持

25,980

142,326

132

現状維持

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

増加

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

増加

現状のまま継続

見直して継続

他事業と統合して継続

現状のまま継続

増加

労働量

10



0

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

部の事業費計2,672,088

08

08

10

01

0801

幼稚園振興事業

幼保小連携事業

学校ICT教育推進事業

02

節

02

02

02 校務ICT推進事業

高等教育機関誘致促進事業

主
要

総合評価
事業費 労働量

課題
投入資源

教育総務課

○

施策

施策コード

09

1001

01

章

01

01

02

02

学校ICT推進課

担当課

企画経営課

子育てのための施設等利用給付事業

教育総務部

■

教育総務課

指導課学校教育部

担当部

学校教育部

　

学校教育部

○

53,012

○ ☆☆☆

30

1,220

☆☆☆

☆☆学校ICT推進課

教育総務部

企画財政部

130,320 増加

現状のまま継続

○

☆☆○

現状のまま継続○

現状維持現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続☆☆☆

現状維持

増加

増加

現状維持

現状維持

現状維持 現状維持

増加

現状維持

主
体

戦
略

公
約

現状維持

（決算額：千円）

367,556

☆☆

NO.2

方向性
R4年度事業費

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

事務事業名

11



１．節の概要 ※●は評価主体

計

1,242

高等教育機関との連携

2 指導課

11

21 0

家庭や地域と一体となった教育体制の充実

教育相談の充実

7

教育総務課、指導課

学務課、指導課

8 幼児教育の推進

009 1

実績 実績

全国学力学習状況調査の平均正答率の全国
との差

小学校 △4.6Ｐ
中学校 △7.0Ｐ

― ―

市内全小中学
校に15人配置

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節 教育総務部
学校教育部

担当部
企画財政部1

2
教育文化・コミュニティ
次代を担う人づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

1

1

38

3

3,612,980

368,805

特別支援教育介助員

市内小学校に9人
配置

― ― ― ―

指導課、小中一貫教育推進室

事務事業数
概ね順調

1

― ―
小学校 ±0Ｐ
中学校 ±0Ｐ

― ― ― ―
小学校 +5Ｐ
中学校 +2Ｐ

― 小△4.6中△6.6 小△3.1中△5.1 小△3.1中△5.1

8 教育総務課

小△1.7中△6.3 未実施 小△1.0中△2.9 小△1.9中△4.2

― ― ―
小学校1.5％
中学校7.0％

―

0

1教育内容の充実

教育環境の充実

食育、健康・安全教育の充実

指導体制の充実

特別支援教育の充実

施策の内容

3,200

15,370 2

4

5

2 2,300,000 013

1

5

7

701,781

37,629

0

0

1,621 20 0

0

1

企画経営課

指導課

2 0

0

17

学務課、指導課

教育総務課、学務課、指導課3

遅れ

1

1

5

4

6

順調
0

0

6

2

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

3.8% 2.0% 0.097

不登校児童生徒発生率

小学校 0.31％
中学校 2.70％

― ― ― ―
小学校0.2％以

下
中学校2.1％以

― ― ― ―
小学校0.1％以下
中学校2.0％以下

―
小0.37
中2.55

小0.58
中3.93

小0.49中3.97 小0.33中3.52 小0.68中2.67 小0.70中5.30 小1.34中5.61

小7.9％中10.2％ 未実施 未実施 小9.6％中11.7％

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

学校給食における残食率

小学校3.8％
中学校13.4％

― ― ― ―
小学校2.0％
中学校8.0％

―

10 学校ICT教育の充実 183,332 2 0 2 0 学校ICT推進課

幼稚園・保育所・認定こども園と小学校の連携が強化され
るとともに、小中一貫教育が一層推進される中で、きめ細
やかな教育が行われ、家庭・学校・地域が一体となって、
子どもたちが健全に成長できる環境を整えています。ま
た、子どもたちは等しく教育を受ける機会を得ており、安
全で安心な教育環境のもと豊かな学校生活の中で「確かな
学力」「生きる力」を身に付けています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―
市内全小中学校

に20人配置

― 15人 13人 14人 15人 16人 17人

12



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 01

●

学校教育部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

①教育内容の充実では、全ての事業開催において新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止の観点から対応した。②教育環境の充実で
は、ＩＣＴ機器の効果的な導入を図ることができた。③健康・安
全教育の充実では、衛生管理を徹底することで学校給食を継続的
に提供することができた。併せて学校給食の将来構想である学校
給食ビジョンの中間報告を公表した。④特別支援教育の充実で
は、介助員が増え細やかな支援ができた。⑤教育相談の充実で
は、教育相談所での適応指導教室の実施や不登校児童・生徒を生
まない指導体制の充実を図った。⑥幼児教育の推進では、幼・
保・認定こども園等・小連携連絡協議会を年２回確保できなかっ
たが情報交換や連携ができた。

①教育内容の充実では、小中一貫教育を推進することで、学力・
体力の向上と豊かな心の育成を図っていく。②教育環境の充実で
は、ＩＣＴ機器の有効な利活用により、教育環境の充実を図って
いく。③指導体制の充実では、少人数指導補助教員や学校司書を
適正に配置することで、指導体制の充実ときめ細やかな指導を一
層進めていく。④食育、健康・安全教育の充実では、学校給食に
おいて衛生管理や食育指導の充実を図るとともに、学校給食の将
来構想である学校給食ビジョンを策定し、安全安心な学校給食提
供体制を構築していく。⑤特別支援教育の充実では、学習障がい
児等に対応するため、教職員の育成や介助員の活用を図ってい
く。⑥教育相談の充実では、教育相談所と小中学校との連携を一
層密にした相談体制を構築する。また、適応指導教室の充実を図
るとともに教育相談所に係る施設の再整備を検討する。⑦教育体
制の充実では、新設校の開校に向けた準備を進めていく。⑧幼児
教育の推進では、幼・保・認定こども園等・小連携連絡協議会の
開催等により一層の連携を図っていく。

2

1

1

猪原 誠一

学校教育においては、幼稚園から中学校に至るまでの各時期に子どもたちの状況に対応しつつ、一貫した施策の展開を目指している。そのため、幼稚
園、保育所、認定こども園、小学校等の連携強化に努めるとともに、各学校において小中一貫教育の導入による連続性と系統性を生かした教育内容の
充実に取り組み、地域に開かれた、特色と魅力のある学校づくりに努めている。さらに、きめ細やかな学習指導や生徒指導の充実に努めている。この
ほか、特別支援教育の充実を目指し、発達障がいを含めた多様な教育的ニーズに応えていくことに努めるとともに、児童生徒が健康で安全な生活を送
るために、家庭・学校・地域が相互に連携を図り、保健指導や安全教育、学校給食を核とした食育等の充実に努めている。

施策の
展開方針

次代を担う人づくり

02

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

●

学校ICT教育推進事業

02

01

01

4 10

02

①食育、健康・安全教育の充実では、安全で安心な新たな学校給
食提供体制を早急に構築する必要がある。
②教育内容の充実では、全学調の結果にも反映しているとおり学
力低下の兆候がみられており、学力向上を図る必要がある。
③教育相談の充実では、特別な配慮を要する児童生徒や様々な悩
みを抱える児童生徒及び保護者が増加している状況を鑑み、教育
相談所の再整備・再配置に係る取組が必要である。
④教育環境の充実では、急速に進むＩＣＴ機器を活用した教育環
境を適時適切に整備する必要がある。
⑤教育体制の充実では、令和8年度に開設予定の新設小学校に係る
準備等を行う必要がある。

02

5 家庭や地域と一体となった教育体制の充実

01

教育相談所運営事業06

方向性

01

評価主体（部名）

04
学校教育については、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から、事業開催を見送ったものもあるが、成果目標に向けて可能
な限り取組を始めており、順調に成果が上がっている。一方で、
社会情勢の不安定な状況が、学力向上や不登校発生率の面で少な
からず児童生徒に影響を与えているものと考えられる。また、学
校給食への不安を払拭するため、早期に新たな学校給食提供体制
を確立する必要がある。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

　

評価理由

学校運営改善事業

■重点事業（部で5事業まで）

　

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

01

07

02

☆☆
概ね順調

食育、健康・安全教育の充実 学校給食・食育推進事業

教育相談の充実

教育内容の充実 小中一貫教育推進事業
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※■は評価主体を表す

0 ■

2 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

1 ■

0 ■

0 ■

0 ■

3 ■

5 ■

0 ■

0
0

現状維持

教育総務部

教育総務部

教育総務課

現状のまま継続

12,495

現状維持

☆☆
現状のまま継続

☆☆

現状維持

現状維持

学校教育部■

学校教育部

■

学校教育部

学校教育部

■

教育総務部

教育総務部

教育総務部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

教育総務課

教育総務課

現状維持245,949
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆教育総務課

☆☆

教育総務課

指導課

教育総務部

02

02

○

NO.1

○

現状のまま継続

34,039

2,875

01 中学校管理事業

公
約

02

01

01

01

学校教育部

○

1,449,968

教育総務課

学校教育部

教育総務部

■ 学校教育部

教育総務部

■

■

02 02

01

01

01

■

■

（決算額：千円）

3,517

教育総務部

教育総務部

教育総務部

学校教育部

学校教育部

教育総務部

教育総務部

教育総務部

教育総務部

指導課

指導課

教育総務課

教育総務課

教育総務課

小中一貫教育推進室

■小学校施設整備事業

01

学校保健事業

小学校活動助成事業

02

小学校大規模改修事業

■中学校施設整備事業

02

小学校教育振興事業

中学校活動助成事業02

03

小学校就学援助事業

高等教育振興事業

中学校教育振興事業

02

02

章

■■ ■

施策節
戦
略

　

中学校就学援助事業02

02 02

02

小学校管理事業

02 02

02

01

01

02

0201

01 02

02

03

01

地域人材活用推進事業

03

03

03

■

学校建設基金事業

01

02

01 02

02

02

04

06

学校運営改善事業

01

02

01

02

01

教職員人事管理事業

教職員資質向上事業

04

0302

02

02

少人数指導充実事業

02

01

02

01

入学準備金・教育資金貸付事業

主
要

施策コード

02

小中一貫教育推進事業

事務事業名

教育指導推進事業

02

01

01

01

0201

01

02

02

02

02

01

01

01

中学校大規模改修事業

健康安全教育推進事業

特別支援教育推進事業05

01

02

02

語学指導充実事業

■

■教育相談体制整備事業

03

04

学校給食費援助事業

医療費援助事業

学校教育部

学校教育部

学校教育部

学校教育部

学校教育部

■

■

学校給食・食育推進事業

0601

01

04

04

■

■

02

01 02

教育相談所運営事業

07 学務課

01

学校・家庭・地域相互連携体制促進事業

■02

学校教育部

学校教育部

07

学校教育部

他事業と統合して継続

○

現状維持

02

削減

部の事業費計

指導課

指導課

指導課

指導課

☆☆ 増加現状維持77

940,893

他事業と統合して継続

増加

増加

☆☆

見直して継続

他事業と統合して継続

他事業と統合して継続

見直して継続

現状維持

3,200

現状のまま継続☆☆☆

○

1,165

1,603

18

○

☆☆

☆☆

学務課

学務課

指導課

指導課

学務課

☆☆☆○

現状維持

増加

削減

現状維持

現状維持

○

☆☆☆

○

○

○

937

2,475

0

☆☆☆

639,228

0

14

27,175

35,293 ☆☆

☆☆☆

他事業と統合して継続☆☆☆

☆☆ 現状維持

現状維持

現状維持

○ 現状のまま継続

現状のまま継続

0

－

学務課

2,376

☆☆

☆☆☆

●

○

○

☆☆

教育総務課

教育総務課

教育総務課

現状維持

現状維持72

31,299 ○

☆☆

○

○

現状維持

現状のまま継続

－

教育総務課

学務課

現状のまま継続☆☆☆

見直して継続

○

○

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

14,726

137,001

教育総務課

226,270

20,080

12

☆☆☆

☆☆☆

教育総務課 ☆☆

－

－

☆☆☆

－

○

☆☆☆

現状のまま継続

他事業と統合して継続

他事業と統合して継続

増加

増加

現状維持

現状維持

現状維持

増加

増加

○

現状維持

現状維持 現状維持

他事業と統合して継続

現状維持

現状維持現状維持

現状維持他事業と統合して継続

543

○

☆☆

☆☆☆

○

現状維持

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

指導課

01

☆☆☆

R4年度事業費
総合評価

○

現状維持現状維持

現状維持

現状維持

現状維持 現状維持

現状維持

現状維持

☆☆

現状維持

○

現状のまま継続○

☆☆

現状維持見直して継続

現状維持

現状維持

課題

現状維持

現状維持

25,980

142,326

132

現状維持

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

増加

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

増加

現状のまま継続

見直して継続

他事業と統合して継続

現状のまま継続

増加

労働量
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0

0
0
0 ■

0
0 ■

4 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

部の事業費計940,893

08

08

10

01

0801

幼稚園振興事業

幼保小連携事業

学校ICT教育推進事業

02

節

02

02

02 校務ICT推進事業

高等教育機関誘致促進事業

主
要

総合評価
事業費 労働量

課題
投入資源

教育総務課

○

施策

施策コード

09

1001

01

章

01

01

02

02

学校ICT推進課

担当課

企画経営課

子育てのための施設等利用給付事業

教育総務部

■

教育総務課

指導課学校教育部

担当部

学校教育部

　

学校教育部

○

53,012

○ ☆☆☆

30

1,220

☆☆☆

☆☆学校ICT推進課

教育総務部

企画財政部

130,320 増加

現状のまま継続

○

☆☆○

現状のまま継続○

現状維持現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続☆☆☆

現状維持

増加

増加

現状維持

現状維持

現状維持 現状維持

増加

現状維持

主
体

戦
略

公
約

現状維持

（決算額：千円）

367,556

☆☆

NO.2

方向性
R4年度事業費

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

事務事業名

15



１．節の概要 ※●は評価主体

計 4 0

7

8

9

実績 実績

やしお子ども週末活動実施回数と参加者数

41回
5,424人

― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
教育総務部

担当部
1
3

教育文化・コミュニティ
心豊かな青少年を育む環境づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

42,977

― ― ― ―

社会教育課

事務事業数
概ね順調

0

― ―
50回

6,500人
― ― ― ―

60回
7,800人

―
36回

5,015人
38回

5,076人
33回

3,903人

1 社会教育課

32回
4,377人

0回
0人

1回
346人

7回
960人

― ― ―

―

2青少年育成体制の充実

青少年の社会参加の促進

青少年活動の推進

施策の内容

1,875 2

4

5

2 988 01

1114

0

社会教育課3

遅れ

1

0

0

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

ジュニアリーダー養成研修会修了者数（申
込定数30名（毎日））

30人 ― ― ― ― 30人 ― ― ― ― 30人

― 16人 22人 37人 26人 0人 0人 0人

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ―

10

家庭・学校・地域や青少年関係団体等が連携して、地域全
体で心豊かな青少年を育てる環境をつくっています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―

―

16



（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 01

教育総務部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

　小学校高学年を対象に八潮市子ども会育成者連絡協議会等と連
携し、ジュニアリーダー養成研修会やレクリエーション講習会を
実施した。
　また、例年、地域の教育力を活用した子どもたちの週末体験活
動として、やしお子ども週末活動推進事業「やしお子ども土曜広
場」を実施しているが、令和4年度はコロナ禍のため、2校のみの
開催となった。

　本市の青少年教育は、八潮市青少年健全育成条例のもと、青少
年育成関係者や団体との協働により進めており、今後も多くの市
民の参画により青少年健全育成運動を広げていく。

3

1

1

千葉　靖志

　青少年育成体制の充実を図るため、研修会等を通して、青少年活動の指導者及びリーダーを養成するとともに、関係団体の支援活動、団体間の連携
強化を図り、青少年の健全な育成体制を整備する。

施策の
展開方針

心豊かな青少年を育む環境づくり

03

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

03

4

　青少年が気軽に集い、そして世代間の交流ができる安全で安心
な居場所のさらなる確保が課題である。

5

01

方向性

評価主体（部名）

01

　コロナ禍にあっても、青少年育成八潮市民会議をはじめとする
青少年育成関係団体等の各事業が展開でき、市民ぐるみで青少年
の健全育成を推進することができた。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

03

☆☆
概ね順調

青少年育成体制の充実 青少年育成体制づくり事業

青少年活動の推進 青少年の居場所づくり事業

17



※■は評価主体を表す

0 ■

1 ■

0 ■

2 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

教育総務部

現状のまま継続

10

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

社会教育課 現状維持114 ☆☆

社会教育課

03

NO.1

1,865

公
約

03

01

■

01

01

教育総務部

社会教育課

教育総務部

教育総務部

（決算額：千円）

988

　

社会教育課

■

章

■

施策節
戦
略

■

青少年の居場所づくり事業

社会参加促進事業

主
要

施策コード

03

青少年育成体制づくり事業

事務事業名

青少年指導者養成事業

03

01

0201

01

03

部の事業費計2,977

○ 現状のまま継続

現状のまま継続

○

○

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R4年度事業費
総合評価

○ ☆☆

☆☆

現状維持現状のまま継続

現状維持

課題
事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 8 0

7

8

9

実績 実績

社会教育に関する講座数と参加人数

61講座
3,221人

― ―

229,000人
454,000点

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
教育総務部

担当部
1
4

教育文化・コミュニティ
社会の要請に応えた教育の環境づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

8130,229

図書館利用者数と貸出数

207,302人
427,317点

― ― ― ―

社会教育課、社会教育課　公民館・図書館

事務事業数
概ね順調

0

― ―
65講座
3,250人

― ― ― ―
70講座
3,500人

―
69講座
3,483人

65講座
3,613人

68講座
3,268人

3 社会教育課、社会教育課　公民館・図書館

65講座
2,663人

29講座
957人

43講座
1,379人

52講座
1,394人

― ― ― 600人

―

0

2社会教育活動の充実

社会教育活動の推進

社会教育環境の整備

家庭における教育の充実

施策の内容

35,307 2

4

5

2 4,366 03

2

1

89,220

1,336

0

0

社会教育課　公民館・図書館

社会教育課3

遅れ

1

0

2

0

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

372人 394人 417人

家庭教育に関する講座数と参加者数

111講座
3,205人

― ― ― ―
120講座
3,250人

― ― ― ―
125講座
3,300人

―
111講座
3,222人

111講座
3,193人

108講座
3,234人

108講座
3,042人

39講座
1,314人

54講座
1,845人

39講座
410人

434人 434人 449人 460人

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

市民大学・市民大学院延べ卒業者数
326人 ― ― ― ― 480人 ―

10

社会の要請に応えた教育の環境づくりが進み、市民の様々
な社会教育に対するニーズが満たされています。
家庭教育に関する学習機会が充実し、家庭の教育力が向上
しています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―
241,000人
477,000点

―
217,624人
423,733点

216,459人
413,551点

204,678人
394,120点

191,009人
405,224点

95,851人
230,553点

120,192人
313,348点

161,810人
400,154点
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 01

教育総務部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

　公民館講座では、コロナ禍にあっても市民の学習ニーズと現代
的課題に応えた講座を開催し、好評を博した講座を開設すること
ができた。家庭教育では、「いのちの大切さを学ぶ講座」を市内
小中学校で実施し、子どもたちや保護者を含め、命の大切さ、尊
さについて理解を深めることができた。市民大学・大学院事業で
は、大学生9名と大学院生2名が卒業し、市民と行政の協働による
まちづくりを進めるための人材の育成と学習内容を提供すること
ができた。図書館では、りらーと八幡の大規模改修工事により来
館者が増え、貸出冊数も約1.7倍に伸びるなど、市民の利便性の向
上と学習環境の向上につながった。

　公民館講座では、デジタルデバイドの解消に向けた講座を展開
していくなど、社会情勢の変化に対応した、市民の学習ニーズと
現代的課題に応えた講座を開設していく。家庭教育では、受け皿
としてのＰＴＡに対し、講座内容の質の確保とＰＴＡ保護者の負
担軽減の両方のバランスを見極めながら、柔軟な対応により「家
庭教育学級」の開設をお願いしていく。市民大学・大学院事業で
は、若年者や就労者など、それぞれのライフステージに考慮し
た、誰もが学びやすい環境づくりに努めていく。図書館では、り
らーと八幡について、児童書コーナーを充実させたことに合わ
せ、児童書の蔵書も充実させていくとともに、指定管理者制度を
導入しているりらーと八條では、民間事業者のノウハウを生かし
た、集客力の向上につながる事業展開を引き続き取り組んでい
く。

4

1

1

千葉　靖志

　市民の学習ニーズと現代的課題に応えた公民館講座の充実に努める。全ての教育の出発点として大きな役割を担う家庭教育の振興を図る。行政と協
働したまちづくりに貢献できる市民を育成していくため、魅力ある市民大学・大学院事業を進めるとともに、生涯学習学校開放講座を通して、地域に
根差した魅力ある学校づくりの推進、地域の教育力の活性化、地域文化の向上を図る。図書館における資料の収集、整理及び保存により、市民への情
報提供等に供し、市民の様々な学習要求に応えるとともに、生涯にわたり学べる環境づくりに努める。

施策の
展開方針

社会の要請に応えた教育の環境づくり

04

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

公民館運営事業

04

02

01

4 02

04

　学校開放講座では、開設校が減少しているため、引き続き働き
かけを行う必要がある。家庭教育では、「家庭教育学級」の開設
が減少傾向にあり、講座開設の必要性を再度、周知していく必要
がある。市民大学・大学院事業では、入学者数が10名程度とここ
数年は横ばい状態であり、協働によるまちづくりの担い手となる
人材を増やす方法を検討する必要がある。りらーと八條では、多
くの市民から利用しやすい環境整備が求められており、施設設備
の老朽化に対応する改修等が必要となっている。また、指定管理
者制度を導入しているりらーと八條においては、集客力の向上に
つながる事業展開を行う必要がある。

04

5 家庭における教育の充実

社会教育活動の推進

01

図書館情報提供事業01

方向性

01

評価主体（部名）

01

　課題がある中でも、社会情勢の変化に合わせ、これまでの取り
組み方を見直し、柔軟な対応により各種事業を展開していくな
ど、市民の学習要求に応えた取組を継続して推進することができ
た。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

家庭教育推進事業

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

01

03

04

☆☆
概ね順調

社会教育活動の充実 地域学習活動推進事業

社会教育活動の充実

社会教育活動の推進 市民大学・大学院運営事業
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※■は評価主体を表す

1 ■

3 ■

0 ■

2 ■

4 ■

5 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

教育総務部

社会教育課　公民館・図書館

現状のまま継続

804

現状維持

☆☆
現状のまま継続

☆☆

現状維持

現状維持教育総務部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

社会教育課
社会教育課　公民館・図書館

現状維持3,045
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆社会教育課

☆☆

社会教育課　公民館・図書館

社会教育課

教育総務部

04 ■

04

○

NO.1

○

現状のまま継続

81,928

34,503

01 ■公民館運営事業

公
約

04

01

■

01

01

教育総務部

○

1,336

社会教育課

教育総務部

教育総務部

04 03

01

01

01

（決算額：千円）

302

教育総務部

教育総務部

■

社会教育課　公民館・図書館

■家庭教育推進事業

04 ■公民館施設管理事業

図書館施設管理事業

　

■■

04

章

■■

施策節
戦
略

■

市民大学・大学院運営事業

社会教育推進事業

主
要

施策コード

04

図書館情報提供事業

事務事業名

地域学習活動推進事業

04

01

0201

01

04

02

02

04

部の事業費計130,229

○ 現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

－

○

7,292

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R4年度事業費
総合評価

○

増加 増加

☆☆

－

☆☆

現状維持現状のまま継続

現状維持

現状維持

課題

1,018

事業費

投入資源
方向性

現状維持

増加

現状維持

増加

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 1 0

7

8

9

実績 実績

人権に関する研修、催事回数と参加者数

28回
3,051人

― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
企画財政部

担当部
教育総務部1

5
教育文化・コミュニティ
人権を尊重する社会づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

34,371

― ― ― ―

社会教育課

事務事業数
概ね順調

0

― ―
35回

3,500人
― ― ― ―

40回
4,000人

―
29回

3,249人
30回

1,268人
32回

3,304人

0 人権・男女共同参画課、社会教育課

28回
3,100人

24回
349人

25回
881人

11回
129人

― ― ―

―

1人権教育の推進

人権啓発の推進

施策の内容

1,424 1

4

5

2 2,947 02

2

3

遅れ

2

順調
0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

― ― ― ― ― ― ― ―

―

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ―

10

家庭・学校・地域や職場等のあらゆる場において、人権教
育についての学習機会や啓発活動が充実しており、市民一
人ひとりの人権に対する意識の高揚が進み、差別や偏見の
ない明るいまちとなっています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

企画財政部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

「八潮市人権施策実施計画」に基づき、市民、市職員、教職員等
を対象にした様々な研修を実施するとともに、広報やしお、市
ホームページ等のほか、人権に関するイベントを実施して人権意
識の高揚を図るための啓発活動を実施した。

「部落差別の解消の推進に関する法律」「障害を理由とした差別
の解消の推進に関する法律」「本邦外出身者に対する不当な差別
的発言の解消に向けた取組の推進に関する法律」に基づき、様々
な啓発活動や研修を実施し、人権意識の高揚を図り、差別のない
社会を実現する。

5

1

1

香山　庸子

人権は、全ての人間の尊厳に基づく固有の権利であることに鑑み、様々な人権問題に対し、啓発活動を通じて基本的人権の尊重、擁護と平等な社会の
実現に努める。

施策の
展開方針

人権を尊重する社会づくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

4

インターネットの普及により、誤った情報の拡散やＳＮＳなどを
通じた誹謗中傷などの人権侵害が行われている。
このため、正しい知識の啓発がより重要となる。

5

方向性

評価主体（部名）

人権を尊重する社会を実現するため、啓発活動や学校教育、社会
教育、研修事業等を実施し、多くの市民が受講し、順調に成果が
あがっている。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

☆☆☆
順調
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※■は評価主体を表す

0
0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

現状のまま継続

1,424

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

社会教育課

NO.1

2,533

公
約

05

01

■

01

企画財政部

社会教育課

教育総務部

教育総務部

（決算額：千円）

414

人権・男女共同参画課

章 施策節
戦
略

■

人権啓発事業

主
要

施策コード

05

人権推進事業

事務事業名

人権教育推進事業

05

02

0201

01

部の事業費計2,533

現状のまま継続

－

○

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆☆

R4年度事業費
総合評価

－ ☆☆

☆☆☆

現状維持現状のまま継続

課題
事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 1 0

7

8

9

実績 実績

人権に関する研修、催事回数と参加者数

28回
3,051人

― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
教育総務部

担当部
企画財政部1

5
教育文化・コミュニティ
人権を尊重する社会づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

34,371

― ― ― ―

社会教育課

事務事業数
概ね順調

0

― ―
35回

3,500人
― ― ― ―

40回
4,000人

―
29回

3,249人
30回

1,268人
32回

3,304人

0 人権・男女共同参画課、社会教育課

28回
3,100人

24回
349人

25回
881人

11回
129人

― ― ―

―

1人権教育の推進

人権啓発の推進

施策の内容

1,424 1

4

5

2 2,947 02

2

3

遅れ

2

順調
0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

― ― ― ― ― ― ― ―

―

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ―

10

家庭・学校・地域や職場等のあらゆる場において、人権教
育についての学習機会や啓発活動が充実しており、市民一
人ひとりの人権に対する意識の高揚が進み、差別や偏見の
ない明るいまちとなっています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 01

教育総務部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

●

　「部落差別の解消の推進に関する法律」や「障害を理由とする
差別の解消の推進に関する法律」など、人権に関わる法整備が進
む中、八潮市人権教育推進協議会と連携して人権教育に取り組む
とともに、人権教育や同和教育指導者養成の講座を実施した。ま
た、人権標語や作文を児童生徒から募集し、公共機関や金融機関
等に掲示して広く人権啓発に努めた。

　「部落差別の解消の推進に関する法律」や「障害を理由とする
差別の解消の推進に関する法律」などの人権に関する法律を踏ま
え、家庭、学校、地域、職場など、あらゆる場を通して、人権教
育の学習機会の拡大を図るとともに、多様な広報媒体を活用した
啓発活動の充実に努める。

5

1

1

千葉　靖志

　学校、企業及び関係機関と連携を図り、様々な機会を捉えて人権教育を積極的に展開し、人権意識の高揚に努める。また、人権問題について市民一
人ひとりが正しく理解し、認識を深めるよう講演会等を開催したり、広報活動を充実して人権啓発を積極的に進める。

施策の
展開方針

人権を尊重する社会づくり

05

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

02

4

　一人ひとりが個人として尊重される社会を継続的に実現するた
め、あらゆる機会を捉え、人権教育及び人権啓発を実施する必要
がある。

5

01

方向性

評価主体（部名）

01

　人権教育及び人権啓発を継続して実施することができ、市民の
意識の高揚が図れた。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

05

☆☆☆
順調

人権教育の推進 人権教育推進事業

人権啓発の推進 人権啓発事業
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※■は評価主体を表す

1 ■

0
2 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

現状のまま継続

1,424

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

社会教育課

NO.1

2,533

公
約

05

01

■

01

企画財政部

社会教育課

教育総務部

教育総務部

（決算額：千円）

414

人権・男女共同参画課

章 施策節
戦
略

■

人権啓発事業

主
要

施策コード

05

人権推進事業

事務事業名

人権教育推進事業

05

02

0201

01

部の事業費計1,838

現状のまま継続

－

○

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆☆

R4年度事業費
総合評価

－ ☆☆

☆☆☆

現状維持現状のまま継続

課題
事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 2 0

7

8

9

実績 実績

平和施設見学会実施回数（毎年）
１回 ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
企画財政部

担当部
1
6

教育文化・コミュニティ
平和な社会づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

23

― ― ― ―

人権・男女共同参画課

事務事業数
概ね順調

0

― ― １回 ― ― ― ― １回

― 1回 1回 1回

1 人権・男女共同参画課

1回 0回 0回 0回

― ― ―

―

1平和教育の推進

平和意識の高揚

施策の内容

3 1

4

5

2 0 01

0

3

遅れ

0

順調
0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

― ― ― ― ― ― ― ―

―

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ―

10

市民が平和で穏やかな生活を営み、子どもたちが夢や希望
を抱き、次の世代に平和の尊さが語り継がれているやすら
ぎに満ちたまちになっています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

企画財政部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・市内小学生を対象に平和施設見学会を開催し、その体験を通じ
て平和への意識向上を図る。令和４年度は新型コロナウイルス感
染症の拡大防止のため、平和施設見学会は中止した。
・原爆パネル展を開催して、次世代へ平和の尊さの継承に努め
た。

戦後７８年が経過し、戦争を知らない世代が多くを占める中、戦
争の悲惨さや平和の尊さを学ぶ機会を提供するため、市内小学生
を対象とした平和施設見学会を実施する。
市民の平和に対する意識の高揚を図るため、平和パネル展及び原
爆パネル展を実施する。

6

1

1

香山　庸子

平和の尊さを、未来を担う次の世代に引き継いでいくため、平和推進に関する啓発活動を行う。

施策の
展開方針

平和な社会づくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

4

平和施設見学会は、参加者の満足度は高いものの、近年参加申込
みが減少傾向にある。
新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から令和２年度、３年
度、４年度と３年間開催していない。

5

方向性

評価主体（部名）

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、平和施設見学会は
実施できなかったものの、原爆パネル展を計画どおり実施し、市
制施行５０周年記念事業として、講演会及び戦争体験者によるシ
ンポジウムを開催し、平和の尊さについての啓発事業を行った。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

☆☆
概ね順調
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※■は評価主体を表す

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持3

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

人権・男女共同参画課

NO.1

公
約

06

01 01

企画財政部

企画財政部

（決算額：千円）

人権・男女共同参画課

章

■

施策節
戦
略

■

主
要

施策コード

06

平和啓発事業

事務事業名

平和推進事業

0201

部の事業費計3

現状のまま継続○

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R4年度事業費
総合評価

○ ☆☆ 現状維持現状のまま継続

課題
事業費

投入資源
方向性

現状維持 現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 9 0

7

8

9

実績 実績

市民文化推進に関する講座数と参加者数

14講座
1,806人

― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
市民活力推進部

担当部
教育総務部1

7
教育文化・コミュニティ
個性あふれる豊かな市民文化づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

10107,410

― ― ― ―

市民協働推進課、社会教育課　公民館・図書館、文化財保護課

事務事業数
概ね順調

1

― ―
20講座
2,000人

― ― ― ―
25講座
2,500人

―
12講座
849人

11講座
873人

13講座
1,017人

3 市民協働推進課、文化財保護課

13講座
1,175人

１講座
－

5講座
215人

7講座
400人

― ― ―

―

0

2文化活動の推進

文化施設の充実

郷土の歴史･文化普及事業の推進

文化財保護事業の推進

施策の内容

3,866 3

4

5

2 99,617 03

2

2

1,603

2,324

0

1

文化財保護課

文化財保護課3

遅れ

2

0

2

0

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

郷土の歴史･文化に関する講座数と参加者
数

51講座
8,340人

― ― ― ―
55講座
9,000人

― ― ― ―
60講座

10,000人

―
61講座
7,029人

72講座
7,346人

68講座
5,397人

58講座
5,580人

4講座
167人

43講座
3,874人

68講座
4,992人

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ―

10

個性あふれる豊かな市民文化と豊かな人間性が育まれ、新
しい文化活動が創造されています。
また、市民が地域やまちの歴史に愛着をもち、次の世代に
地域の伝統文化を伝えているまちになっています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

市民活力推進部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・新型コロナウイルス感染対策を講じながら、「メセナロビーコ
ンサート」や「ダイヤモンドアフタヌーンコンサート」などのコ
ンサート等の自主事業を実施することができた。
・施設の機能を維持するために、「調整室空調設備改修工事」
「テラス階段手すり設置工事」のほか、11箇所の修繕を行った。

・八潮市民文化会館では、地域に根ざした文化活動の一環とし
て、カジュアルなクラシックコンサートを実施している。
今後も市民が、気軽に音楽を親しむことができる機会の提供して
いく。
・八潮市民文化会館は、引き続き安全で安心な施設運営を目指
し、計画的に改修工事を実施する。また、八潮市民文化会館駅前
分館については、施設のより有効な活用について引き続き検討す
る。

7

1

1

田口周一

(1)文化活動の推進：文化イベントや文化施設での講座を充実するとともに、アウトリーチ活動による施設外でのイベントを開催し、文化芸術にふれ
る機会を充実する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (2)文
化施設の充実：施設の充実や有効利用、相互の連携を強化する。

施策の
展開方針

個性あふれる豊かな市民文化づくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

4

・八潮市民文化会館については、開館以来30年が経過し、建物・
設備の老朽化が顕著であるため、計画的な修繕が必要である。
・八潮市民文化会館駅前分館については、効率的な職員配置を検
討するとともに、自主事業の実施や展示会等の開催など、施設の
より有効な活用について検討する必要がある。

5

方向性

評価主体（部名）

八潮市民文化会館・八潮市民文化会館駅前分館では、文化芸術に
触れる機会の充実を図るため、定期的にクラシックコンサートを
開催するなど、多くの市民に利用されている。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

☆☆
概ね順調
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※■は評価主体を表す

0 ■

0
0
0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

教育総務部

市民活力推進部

文化財保護課

現状のまま継続

1,180

増加

☆☆
見直して継続

☆☆

増加

現状維持教育総務部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

市民協働推進課

市民協働推進課

増加70,698
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆文化財保護課

☆☆

文化財保護課

市民協働推進課

市民活力推進部

07 ■

07

○

NO.1

○

現状のまま継続

784

2,552

01 八潮市民文化会館駅前分館施設管理事業

公
約

07

01

01

01

教育総務部

○

23,848

文化財保護課

■

市民活力推進部

教育総務部

07 02

01

01

01

（決算額：千円）

135

教育総務部

教育総務部

教育総務部■

社会教育課　公民館・図書館

資料館運営事業

■

03 ■文化財保護充実事業

■

文化財周辺環境整備事業

郷土の歴史･文化普及事業

収集資料保存・活用事業

07

章

■■

施策節
戦
略

■

八潮市民文化会館施設管理事業

07 04

地域文化活性化事業

主
要

施策コード

07

文化活動推進事業

事務事業名

市民文化推進事業

07

01

01

01

0101

01

07

07

02

04

02

03

部の事業費計76,949

削減

○ 現状のまま継続

見直して継続

文化財保護課

現状のまま継続

－

○

見直して継続

見直して継続986

1,539

☆☆

文化財保護課 ☆☆

○

●

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R4年度事業費
総合評価

○

増加 増加

現状維持

☆☆

現状維持

●

☆☆☆

現状維持現状のまま継続

増加

増加

課題

現状維持

616

5,071

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量

33



１．節の概要 ※●は評価主体

計 9 0

7

8

9

実績 実績

市民文化推進に関する講座数と参加者数

14講座
1,806人

― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
教育総務部

担当部
市民活力推進部1

7
教育文化・コミュニティ
個性あふれる豊かな市民文化づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

10107,410

― ― ― ―

市民協働推進課、社会教育課　公民館・図書館、文化財保護課

事務事業数
概ね順調

1

― ―
20講座
2,000人

― ― ― ―
25講座
2,500人

―
12講座
849人

11講座
873人

13講座
1,017人

3 市民協働推進課、文化財保護課

13講座
1,175人

１講座
－

5講座
215人

7講座
400人

― ― ―

―

0

2文化活動の推進

文化施設の充実

郷土の歴史･文化普及事業の推進

文化財保護事業の推進

施策の内容

3,866 3

4

5

2 99,617 03

2

2

1,603

2,324

0

1

文化財保護課

文化財保護課3

遅れ

2

0

2

0

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

郷土の歴史･文化に関する講座数と参加者
数

51講座
8,340人

― ― ― ―
55講座
9,000人

― ― ― ―
60講座

10,000人

―
61講座
7,029人

72講座
7,346人

68講座
5,397人

58講座
5,580人

4講座
167人

43講座
3,874人

68講座
4,992人

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ―

10

個性あふれる豊かな市民文化と豊かな人間性が育まれ、新
しい文化活動が創造されています。
また、市民が地域やまちの歴史に愛着をもち、次の世代に
地域の伝統文化を伝えているまちになっています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 01

教育総務部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

　八潮市文化協会との連携・協力により、書道展、美術展覧会、
文化祭及び音楽祭等の事業を開催し、広く市民の文化活動の促進
が図れた。
　文化財保護関係では、市内に遺る歴史資料や文化財の調査研究
と整理保存を進め、次世代への継承を図った。また、資料館にお
ける展示会や講座等の教育普及事業、文化財の普及啓発を目的と
した文化財めぐりを積極的に開催し、本市の歴史文化に関する情
報発信と学習機会の提供に努めた。

　八潮市文化協会の加入団体間の連携、及び加入団体の拡充を図
り、更なる市民の文化活動の支援と文化団体の育成を促進する。
　文化財保護関係では、これまでの取組を継続し更なる充実を図
る。また、課題として上げる民俗行事や伝統芸能の継承に関して
は、団体の実情を把握し、課題解消に向けた効果的な支援に努め
る。

7

1

1

千葉　靖志

　文化に関わるイベントや講座を充実させるとともに、地域や市民生活に根ざした文化活動を支援し、文化団体の育成を図る。
　文化財調査を進め、新たな文化財の保護に努めるとともに、文化財の普及啓発事業及び整備支援を行う。また、収蔵資料や市の歴史、文化を紹介す
る企画展等を開催し、地域の歴史や文化遺産に対する市民の関心度を高める。

施策の
展開方針

個性あふれる豊かな市民文化づくり

07

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

収集資料保存・活用事業

07

04

4 04

　八潮市文化協会との連携・協力による、更なる市民の文化活動
の支援と文化団体の育成が課題となっている。
　文化財保護関係では、近年の社会事情もあり、長く地域で受け
継がれてきた民俗行事や伝統芸能等の文化財について途絶・変質
の危険性が高まってきている。これまでも、文化財保持団体の行
う継承活動に対し支援を図ってきたが、大きな効果が現れていな
い状況にある。

07

5

郷土の歴史･文化普及事業の推進

01

文化財保護充実事業03

方向性

01

評価主体（部名）

02

　コロナ禍で活動が自粛された状況下においても、八潮市文化協
会との連携・協力により、市民の文化活動を支援し、文化団体の
育成を図ることができた。
　文化財保護関係では、資料館事業や文化財普及啓発事業を計画
どおり展開し、市の歴史文化に関する市民理解の向上が図れた。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

01

07

☆☆
概ね順調

文化施設の充実 資料館運営事業

文化財保護事業の推進

郷土の歴史･文化普及事業の推進 郷土の歴史･文化普及事業
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※■は評価主体を表す

0
0 ■

0 ■

0
0
1 ■

3 ■

0 ■

4 ■

2 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

教育総務部

市民活力推進部

文化財保護課

現状のまま継続

1,180

増加

☆☆
見直して継続

☆☆

増加

現状維持教育総務部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

市民協働推進課

市民協働推進課

増加70,698
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆文化財保護課

☆☆

文化財保護課

市民協働推進課

市民活力推進部

07 ■

07

○

NO.1

○

現状のまま継続

784

2,552

01 八潮市民文化会館駅前分館施設管理事業

公
約

07

01

01

01

教育総務部

○

23,848

文化財保護課

■

市民活力推進部

教育総務部

07 02

01

01

01

（決算額：千円）

135

教育総務部

教育総務部

教育総務部■

社会教育課　公民館・図書館

資料館運営事業

■

03 ■文化財保護充実事業

■

文化財周辺環境整備事業

郷土の歴史･文化普及事業

収集資料保存・活用事業

07

章

■■

施策節
戦
略

■

八潮市民文化会館施設管理事業

07 04

地域文化活性化事業

主
要

施策コード

07

文化活動推進事業

事務事業名

市民文化推進事業

07

01

01

01

0101

01

07

07

02

04

02

03

部の事業費計30,460

削減

○ 現状のまま継続

見直して継続

文化財保護課

現状のまま継続

－

○

見直して継続

見直して継続986

1,539

☆☆

文化財保護課 ☆☆

○

●

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R4年度事業費
総合評価

○

増加 増加

現状維持

☆☆

現状維持

●

☆☆☆

現状維持現状のまま継続

増加

増加

課題

現状維持

616

5,071

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 6 0

7

8

9

実績 実績

町会・自治会等の地域活動への参加率
32.60% ― ―

45人

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
市民活力推進部

担当部
1
8

教育文化・コミュニティ
ふれあいと連帯感にみちた地域社会づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

638,046

日本語ボランティアの登録者数
26人 ― ― ― ―

市民協働推進課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 41% ― ― ― ― 48%

― 20.4％ － －

2 市民協働推進課

17.1% ― ― 15.6%

― ― ― 25団体

―

3コミュニティ活動の推進

コミュニティ環境の整備

外国人市民との交流の促進・支援

施策の内容

19,203 3

4

5

2 15,907 02

12,936

0

市民協働推進課3

遅れ

1

0

0

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

22件 22件 22件

ボランティア・市民活動団体登録数
201団体 ― ― ― ― 260団体 ― ― ― ― 310団体

― 222団体 235団体 229団体 225団体 268団体 258団体 250団体

21件 21団体 22団体 22団体

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

ＮＰＯ法人登録数
16団体 ― ― ― ― 20団体 ―

10

町会・自治会をはじめ、ボランティア団体やＮＰＯ※等
が、地域コミュニティ活動を主体的に展開しながら、まち
づくりに取り組んでいます。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ― 56人

― 36人 34人 34人 44人 49人 52人 64人
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

市民活力推進部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・町会自治会連合会や各町会自治会、コミュニティ協議会に各種
補助金を交付し、コミュニティ活動への参加と活性化を促進する
事業を計画したが、新型コロナウイルス感染症の影響により計画
した事業の一部しか実施することができなかった。
・町会自治会連合会との協働により、駅前で加入啓発PR活動や、
清掃事業者の協力を得て、加入促進マグネットシートをごみ収集
車や公用車に貼付するなどの取組みを行った。
・多文化共生推進プランに基づき、翻訳機の購入・配置や日本語
教室等運営助成金の交付、交流事業等を行った。

・町会自治会活動の活性化や町会自治会加入率向上を図るため、
引き続き町会自治会への支援を行うとともに、集合住宅等へ町会
自治会設立や加入を働きかけていく。
・やしお生涯楽習館内に設置されている市民活動支援コーナー機
能の充実を図るとともに、市民ニーズをとらえ市民活動を活性化
させる取組みを進めていく。
・多文化共生推進プランに基づき、日本語ボランティアの養成や
団体の育成、外国人市民との交流事業などの取組みのほか、職員
向け研修の実施や行政情報の多言語化など、多文化共生を推進し
ていく。

8

1

1

田口周一

(1)コミュニティ活動の推進：町会自治会、ボランティア団体、ＮＰＯ等の地域コミュニティと様々な情報交換を行い、協働で事業を実施するととも
に、より多くの市民にコミュニティ活動への参加を促すことで各地域コミュニティの活性化を促進する。
(2)コミュニティ環境の整備：コミュニティ施設の整備及び修繕等への支援を行う。
(3)多国籍住民との交流の促進：ボランティア団体等と連携し、研修会やイベント等を開催し多国籍住民との交流を促進する。

施策の
展開方針

ふれあいと連帯感にみちた地域社会づくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

4

・町会自治会と連携して加入率の向上に努める必要がある。
・やしお生涯楽習館（市民活動支援コーナー含む）の運営にあ
たっては、市民活動推進委員会の提言書等を踏まえ、市民ニーズ
をとらえた新たな取組みを行う必要がある。
・多文化共生推進プランに基づき、日本人市民と外国人市民が互
いに認め合い共生できるまちづくりを、各課をはじめボランティ
ア団体等と連携して進める必要がある。
・コミュニティセンターについては、計画的に改修していく必要
がある。

5

方向性

評価主体（部名）

町会自治会等の地域活動への参加率については、市民意識調査結
果では低い数値ではあるが、ボランティア等の活動団体数やＮＰ
Ｏ法人登録数は一定の数値を保ち、継続した活動が行われてい
る。また多文化共生推進プランに基づき、日本語教室等運営助成
金、日本語ボランティア団体の支援、日本語ボランティアの養成
など、多文化推進に関する事業も実施できている。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

施策の内容
施策

施策コード

章

■

2

3

☆☆
概ね順調
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※■は評価主体を表す

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

市民活力推進部

現状のまま継続

18,634

☆☆
見直して継続 増加

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

市民協働推進課

市民協働推進課

増加3,801
現状のまま継続 現状維持

☆☆

☆☆市民協働推進課

市民協働推進課

市民活力推進部

08

NO.1

92

01 ■コミュニティセンター施設管理事業

公
約

08

01

■

01

01

市民活力推進部

○

2,936

市民協働推進課

■ 市民活力推進部

市民活力推進部

■

08 0301

（決算額：千円）

■ 478

市民活力推進部

■

市民協働推進課

■多文化交流活動支援事業 ■

■

08

章

■

施策節
戦
略

■

コミュニティ施設整備事業

コミュニティ関係団体育成･活動支援事業

主
要

施策コード

08

市民活動支援事業

事務事業名

コミュニティ意識高揚事業

08

01

0101

01

02

02

部の事業費計38,046

○ 現状のまま継続

現状のまま継続

○

○

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R4年度事業費
総合評価

○ ☆☆

●

☆☆

現状維持現状のまま継続

増加

増加

課題

12,106

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 1 0

7

8

9

実績 実績

審議会への女性の登用率
31.20% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
企画財政部

担当部
子ども家庭部1

9
教育文化・コミュニティ
男女がともに育む社会づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

4669

― ― ― ―

人権・男女共同参画課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 35% ― ― ― ― 40%

― 30.5% 31.3% 33.8%

0 子ども家庭支援課

33.1% 35.0% 33.0% 34.2%

― ― ―

―

0

1男女共同参画の促進

相談体制等の充実

仕事と家庭・地域生活の両立

男女平等意識の高揚

施策の内容

142 1

4

5

2 67 01

1

1

341

119

1

3

人権・男女共同参画課

人権・男女共同参画課3

遅れ

0

1

0

1

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

相談体制の充実
週3日 ― ― ― ― 週4日 ― ― ― ― 週5日

― 週4日 週5日 週5日 週5日 週5日 週5日 週5日

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ―

10

男女が互いに尊重し合い、性別に捉われることなくあらゆ
る分野で活躍できるまちとなっています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

企画財政部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

・第４次八潮市男女共同参画プラン（見直し版）に基づき、男女
共同参画社会の実現に向け、各種啓発事業を実施した。
・性の多様性を尊重する社会を推進するため、令和４年４月１日
から「八潮市パートナーシップ宣誓制度」を導入した。
・ＤＶ被害者の早期発見、支援のため「女性相談」や「ＤＶ相
談」を実施し、さまざまな悩みを持つ女性の支援に努めた。

第４次八潮市男女共同参画プラン（見直し版）に基づき、計画的
に各施策を実施するとともに、目標値を達成するために課題につ
いての対応を検討する。

9

1

1

香山　庸子

・第４次八潮市男女共同参画プラン（見直し版）の基本理念である「誰もが自分らしく、輝いて暮らせるまち」を目指す。
・政策、方針などの決定の場への女性の登用率の向上を図る。
・女性に対する暴力の防止を啓発し、被害者支援体制の充実を図る。
・仕事と家庭・地域生活の両立を目指すため、ワーク・ライフ・バランスを推進する。

施策の
展開方針

男女がともに育む社会づくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

4

・政策、方針などの決定の場への女性の登用率については、市職
員の女性管理職割合や、審議会等における女性委員割合が目標値
に達していないことから、庁内外に対し更なる理解を求める必要
がある。
・ＤＶ相談の相談者の増加や相談内容の複雑多岐化に対応できる
よう、相談室の確保や相談員を含めた庁内における連携体制の強
化が必要である。

5

方向性

評価主体（部名）

課題はあるものの、第４次八潮市男女共同プラン（見直し版）で
掲げた数値目標について一定の成果は出ているため、概ね順調と
する。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

☆☆
概ね順調
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※■は評価主体を表す

0 ■

0
0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

企画財政部

現状のまま継続

142

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

人権・男女共同参画課 現状維持341 ☆☆☆

人権・男女共同参画課

09

NO.1

67

公
約

09

01

01

01

子ども家庭部

人権・男女共同参画課

企画財政部

企画財政部

（決算額：千円）

　 119

子ども家庭支援課

■

章

　■

施策節
戦
略

■

男女共同参画環境づくり事業

男女共同参画啓発事業

主
要

施策コード

09

相談体制等充実事業

事務事業名

男女共同参画促進事業

09

02

0301

01

04

部の事業費計602

－ 現状のまま継続

現状のまま継続

－

●

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆☆

R4年度事業費
総合評価

○ ☆☆

☆☆☆

現状維持現状のまま継続

現状維持

課題
事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 1 0

7

8

9

実績 実績

審議会への女性の登用率
31.20% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R4年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R4年度実施施策)

節
子ども家庭部

担当部
企画財政部1

9
教育文化・コミュニティ
男女がともに育む社会づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

4669

― ― ― ―

人権・男女共同参画課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 35% ― ― ― ― 40%

― 30.5% 31.3% 33.8%

0 子ども家庭支援課

33.1% 35.0% 33.0% 34.2%

― ― ―

―

0

1男女共同参画の促進

相談体制等の充実

仕事と家庭・地域生活の両立

男女平等意識の高揚

施策の内容

142 1

4

5

2 67 01

1

1

341

119

1

3

人権・男女共同参画課

人権・男女共同参画課3

遅れ

0

1

0

1

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

相談体制の充実
週3日 ― ― ― ― 週4日 ― ― ― ― 週5日

― 週4日 週5日 週5日 週5日 週5日 週5日 週5日

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ―

10

男女が互いに尊重し合い、性別に捉われることなくあらゆ
る分野で活躍できるまちとなっています。

基本目標

生涯にわたり楽しく学べる環境が整い、次代を担う子ども一人ひと
りが自ら学び、考え、行動する力を身に付け、それぞれの個性や可
能性を伸ばしています。市民は気軽に学習活動や文化活動を行うこ
とができ、生きがいをもって暮らしています。
多くの市民が町会や自治会等のコミュニティ活動にも積極的に参加
しています。また、誰もが互いを思いやる心をもち、人と人、人と
地域とのつながりやふれあいを大切にするまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

子ども家庭部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

ＤＶ被害者の早期発見と被害の重度化の予防、及びその他の困難
な問題を抱える女性を支援するため、「女性相談」「ＤＶ相談」
を実施した。

令和５年度の組織改正により、妊娠・出産期から乳幼児・学童期
を経て成人まで、切れ目のない支援体制が整った。今後は、被害
者の早期発見ときめ細かな寄りそい型支援への展開を検討する。

9

1

1

小林　健一

女性に対する暴力の防止と被害者支援体制の充実を図る。

施策の
展開方針

男女がともに育む社会づくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

教育文化・コミュニティ

施策の
実施状況

4

相談者の複雑多岐に渡る相談内容に対応できるよう、相談室の確
保や相談員を含めた庁内における連携体制の強化が必要である。

5

方向性

評価主体（部名）

課題はあるものの、適切に相談対応を行えたため、概ね順調とす
る。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

施策の内容
施策

施策コード

章

■

2

3

☆☆
概ね順調
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※■は評価主体を表す

0
0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

企画財政部

現状のまま継続

142

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R4年度）

主
体 担当部 担当課

人権・男女共同参画課 現状維持341 ☆☆☆

人権・男女共同参画課

09

NO.1

67

公
約

09

01

01

01

子ども家庭部

人権・男女共同参画課

企画財政部

企画財政部

（決算額：千円）

　 119

子ども家庭支援課

■

章

　■

施策節
戦
略

■

男女共同参画環境づくり事業

男女共同参画啓発事業

主
要

施策コード

09

相談体制等充実事業

事務事業名

男女共同参画促進事業

09

02

0301

01

04

部の事業費計67

－ 現状のまま継続

現状のまま継続

－

○

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆☆

R4年度事業費
総合評価

○ ☆☆

☆☆☆

現状維持現状のまま継続

現状維持

課題
事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量
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